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モリネート（CAS no. 2212-67-1） 

 

文献信頼性評価結果 

 

 
○：既存知見から示唆された作用 

－：既存知見から示唆されなかった作用 

*その他：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用等 

 

モリネートの内分泌かく乱作用に関連する報告として、動物試験において、ほ乳類の生殖への影

響を示すことが示唆された。 

 

(１)生殖影響 

 Ellis ら(1998)によって、モリネート 40mg/kg を単回経口投与した成熟(80～94 日齢以上)雄 SD

ラットの精巣間質液中ホルモン濃度(６時間後)への影響が検討されている。その結果として、

テストステロン濃度の低値、アンドロステンジオン濃度の低値、プロゲステロン濃度の低値、

17α-ヒドロキシプロゲステロン濃度の低値が認められた。 

想定される作用メカニズム：抗アンドロゲン様作用、その他の作用 

 Stokerら(2005)によって、モリネート 50mg/kg/dayを 21日間経口投与した正常性周期(4日間の

発情周期を 5 回連続確認済)成熟(111 日齢以上)雌 SD ラットへの影響が検討されている。その

結果として、正常性周期発生率の低値、性周期回数の低値、異常性周期発生率の高値、発情期

所要日数の遅延率の高値、発情期所要日数の高値、発情間期所要日数の遅延率の高値、Estrus 

ratio(発情期所要日数/性周期回数)の高値が認められた。 

また、モリネート 50mg/kg/dayを 25 日間経口投与した正常性周期(４日間の発情周期を５回

連続確認済)成熟(111 日齢以上)処置(投与 22 日目に両卵巣摘出及びエストラジオールベンゾエ

ート含有シリコンゴム・カプセル皮下埋設)雌 SDラットのホルモン濃度(最終投与から 0、１、

３、６時間後)への影響が検討されている。その結果として、３時間後の血清中黄体形成ホル

モン濃度の低値、３時間後のプロラクチン濃度の低値が認められたが、下垂体中黄体形成ホル

モン濃度、下垂体中プロラクチン濃度には影響は認められなかった。 

想定される作用メカニズム：視床下部―下垂体―生殖腺軸への作用 

  

示唆された作用 
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